
秋田市民俗芸能伝承館清掃業務仕様書

この仕様書は、秋田市民俗芸能伝承館の清掃作業の大要を示すものであ

り、施設が博物館等の類似施設であることの特殊性を十分認識し、注意を

怠ることなく作業にあたること。また、指定箇所の一般清掃および定期清

掃については、良好な環境衛生の維持と建築物および物品等の保全に努め

るとともに、労働安全衛生法等の関係法規を遵守し、安全管理に万全を期

して所定の業務を行うものとする。

１ 施設名および所在地

(1) 施設名 秋田市民俗芸能伝承館(以下「伝承館」という。）

(2) 所在地 秋田市大町一丁目３番３０号

２ 業務委託期間

平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日まで

３ 作業内容

(1) 基本事項

ア 建物の各材質の特性や使用状況を充分検討し、最適の清掃消耗

品・資材を選定し、使用すること。

イ 清掃業務遂行上必要な経費のうち、トイレットペーパー等の原材

料費、光熱水費および従事者の控室の維持に関する経費は委託者

の負担とする。これ以外の経費は受託者の負担とする。

ウ 従事者の人員は、別紙清掃作業基準表（以下「基準表」という。）

に基づく最低必要人員以上とする。

エ 学歴・性別は特に問わないが、伝承館の特殊性を認識する健康な

者とする。

オ 従事者は、前項の者の中から厳選し、氏名と年齢を書面をもって

提出すること。

(2) 従事者の職務は、次のとおりとする。

ア 担当業務に精通するとともに、常に規律を守り品位を保ち、伝

承館の利用者に対し、明朗親切に対応すること。

イ 勤務中の火災・盗難および事故等の防止には十分注意し、安全

作業に努めること。

ウ 建物、物品およびその他の破損等の異常箇所を発見したときは、

直ちに委託者に報告し、指示を受けること。

エ 防火管理については、伝承館の防火管理者が定める計画に従う
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こと。

オ 事故防止には万全を期し、万一事故が発生した場合は、委託者

に通報するとともに、迅速かつ適切な措置を講じ事態の拡大防止

に努めること。

カ 災害が発生したとき、又は発生のおそれがあるときは、警戒体

制をとり事故の防止に万全を期すること。

４ 清掃業務内容

(1) 清掃業務内容は、おおむね次のとおりとする。

ア 伝承館の各種清掃に関すること。

イ 清掃衛生関係機器および消耗品の管理（点検・調整・整備・配

置および補充）に関すること。

ウ 塵芥の収集処理に関すること。

(2) 清掃業務は、次の基準に基づき履行するものとする。

ア 一般事項

(ｱ) 清 掃業務は毎週水曜日および年末年始（１２月２９日から

１月３日まで）を除き毎日行うこと。なお、水曜日が休日の場

合は、その翌日とする。

ただし、委託者の承諾を得て業務日を変更することができる。

(ｲ) 業務時間は、午前８時３０分から午後３時３０分までとする。

（１時間の休憩時間を含む）。

ただし、委託者の承諾を得て作業時間を変更することができ

る。

(ｳ) 清掃作業実施にあたっては、伝承館の業務に支障のないよう

に十分留意すること。

(ｴ) 通行の頻繁な箇所および汚れの著しい箇所は常に巡回し、随

時必要な清掃を行い清潔な状態を保つこと。

(ｵ) 清掃器具の取扱いによる衝撃・湿気等で機械器具物品等を損

傷させないこと。

(ｶ) 引火性ベンジン・ガソリン等の薬品は絶対使用しないこと。

(ｷ) 電気・水道の使用については極力節約に努めること。

(ｸ) 清掃作業の工程は基準表のとおりとするが、作業回数はすべ

て標準的なものであり、使用度数および汚れの度合いにより回

数を増減し、全体として平均回数を保つこと。

(ｹ) トイレットペーパーおよび手洗い用石鹸類は、委託者が支給

するものを用い、その補充に十分留意すること。

(ｺ) 清掃対象面積 1,340.02㎡
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イ 一般清掃

(ｱ) 塵払い

塵払いには、必ず真空掃除機を使用すること。

(ｲ) 床清掃

a 石質床およびビニールタイル等の床で伝承館の指示する箇所

は真空掃除機を用い、その他は固くしぼった水拭きモップで塵

を除去すること。この場合において、容易に移動できる椅子等

の物品類は移動のうえ入念に清掃すること。

b じゅうたん敷床は、真空掃除機で丁寧に集塵を行い、毛を損

傷しないように織り目に従って数回繰り返して入念に掃除する

こと。

c 畳は、畳の清掃用具で丁寧に集塵を行い、畳を損傷しないよ

うに織り目に従って入念に掃除すること。

(ｳ) 壁および窓の清掃

手の届く範囲の壁および窓は、塵埃を払い、必要な場合は、

清水で雑巾がけをすること。

(ｴ) 便所の清掃

a 便所は随時見回り、汚れを発見した場合は、直ちに掃除する

こと。

b 便器・洗面器・汚物捨器類は、丁寧に水洗いのうえ布拭きを

すること。

(ｵ) 湯沸室および湯沸器類

a 湯沸室の床は丁寧に掃除し、水垢等が付着しないようにする

こと。

b 湯沸室の茶がら等は所定の場所に捨て、容器は水洗いのうえ、

所定の位置に置くこと。

(ｶ) その他

a ドア金具・階段金具・その他の金具は乾布で磨き出しするこ

と。

ｂ 各出入口に備付けのマットは、泥塵等を取り除き、更に洗浄

のうえ乾燥させて備え付けておくこと。

c 各室の屑籠の屑は、可燃性のものと不燃性のものとに分類し

て処理すること。

d 集めた屑、塵芥はまとめて所定の場所まで搬出すること。

e 玄関前等の石質部分は、塵芥を除去し、状況に応じて散水ま

たは水洗いすること。
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f 生垣・駐車場等建物の外回りの清掃も行うものとし、屑およ

び塵芥を除去するとともに、たばこの吸殻は所定の場所に捨て、

容器は水洗いのうえ所定の位置に置くほか、掲示板等の物品に

ついては、伝承館内の物品と同様の方法で掃除すること。

ウ 定期清掃

清掃作業基準表に基づくものとし、実施日については協議のう

え決定すること。

(ｱ) 高所作業のガラス清掃については年１回とし、安全管理等に

ついて十分に配慮し、労働基準法、労働安全衛生法等の労働関

係法令を遵守するとともに器具類を点検し、安全管理に万全を

期して業務を行なうこと。

(ｲ) ワックス塗布およびカーペット洗浄クリーニングは年２回と

し、この場合、容易に移動できる椅子等の物品は移動のうえ、

入念に掃除すること。

エ 施設の利用状況

一日あたりの施設利用人数は平均100人とする。

５ 委託業務完了報告

受託者は、一般清掃および定期清掃業務について、月毎に業務完了

報告書を委託者に提出し、確認を受けるものとする。なお、委託業務

に関する関係法令に基づく手続きまたは提出書類の作成等は受託者の

負担において行うものとする。

６ その他定めのない事項について

この仕様書に定めのない事項については、委託者と受託者が協議し

て定める。

７ 清掃作業基準表

別紙による
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秋田市民俗芸能伝承館清掃作業基準表１ ○１日１回 □随時  △年２回

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
ふ 展 事 身 機 湯 通 階 清 正 駐 第 映 ロ 通 階 第 ロ 通 階
れ 示 障 掃 面 1 2
あ ホ 務 用 械 沸 人 玄 車 展 像 ビ 展 ビ
い

ー

・ 控 関 示 示
竿 ル 室 男 室 室 路 段 室 回 場 室 室

ー

路 段 室

ー

路 段
燈 女 り
広 ト
場 イ

レ
ビ ビ ビ 磁 コ ビ ビ ビ カ 磁 ア カ カ カ カ ビ カ カ カ ビ
ニ ニ ニ 器 ン ニ ニ ニ

ー

器 ス

ー ー ー ー
ニ

ー ー ー

ニ
　　仕　上　区　分

ー ー ー

質 ク

ー ー ー

ペ 質 フ ペ ペ ペ ペ

ー

ペ ペ ペ

ー

ル ル ル タ リ ル ル ル ッ タ ァ ッ ッ ッ ッ ル ッ ッ ッ ル
タ タ タ イ

ー

タ タ タ ト イ ル ト ト ト ト タ ト ト ト タ
　　清　　掃　方　法 イ イ イ ル ト イ イ イ ・ ル ト イ イ

ル ル ル ル ル ル 板 舗 ル ル
敷 装

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
△ △ △ △ △ △ △

○
△ △ △ △ △ △ △

□ □ □ □ □ □ □ □ □
○

○ ○ ○ ○
□ □ □ □ □

○

階　　　　　　　　　　　　別 １　　　階 ２　　　階 ３　　　階
番　　　　　　　　　　　　号

箇　　　　所　　　　別

真 空 掃 除 機 に よ る 床 清 掃
床 の 掃 き 拭 き に よ る 清 掃
モ ッ プ に よ る 水 拭 き 清 掃
床 面 洗 浄 ワ ッ ク ス 塗 布 清 掃
机 、 テ ー ブ ル 雑 巾 が け 清 掃
カ ー ペ ッ ト 洗 浄 ク リ ー ニ ン グ
物 品 、 什 器 の 除 塵 、 拭 き 清 掃
衛 生 陶 器 、 鏡 み が き 清 掃
紙 屑 、 吸 殻 灰 皿 清 掃 、 処 理
手 摺 り の 拭 き 掃 除
流 し 台 、 湯 沸 器 の 清 掃
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秋田市民俗芸能伝承館清掃作業基準表２ ○１日１回 □随時  △年２回

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36
第 第 第 ロ 通 階 湯 男 第 第 ロ 通 階 湯 男 外 東 西 南 北

1 1 2 女 2 3 女
会 練 練 ビ 沸 ト 会 練 ビ 沸 ト 回
議 習 習 イ 議 習 イ 側 側 側 側 計

室 室 室

ー

路 段 室 レ 室 室

ー

路 段 室 レ り

（ （

正 裏

面 側

） ）

和 カ カ カ カ ビ カ ビ 和 能 カ 木 ビ 木 ビー ー ー ー

ニ

ー

ニ 舞

ー

ニ 製 ニ
　　仕　上　区　分 室 ペ ペ ペ ペ

ー

ペ

ー

室 台 ペ
ー ・ ー

ッ ッ ッ ッ ル ッ ル ひ ッ 製 ル カ ル 二 一 一 五

　　清　　掃　方　法 畳 ト ト ト ト タ ト タ 畳 の ト タ

ー

タ 七 二 〇 〇 〇

イ イ き イ ペ イ 六 〇 四 〇 〇

ル ル ・ ル ッ ル
畳 ト

○ ○ ○ ○ ○ ○ 平 平 平 平 平

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 方 方 方 方 方

○ ○ □ ○ ○ メ メ メ メ メ

△ △

ー ー ー ー ー

○ ○ ○ ○ ト ト ト ト ト

△ △ △ △ △ ル ル ル ル ル

□ □ □ □ □ □ □ □ □
○ ○

○ ○ ○
□ □

○ ○

階　　　　　　　　　　　　別 ４　　　　階 ５　　　階 高所内外ガラス（年１回）

番　　　　　　　　　　　　号

箇　　　　所　　　　別

真 空 掃 除 機 に よ る 床 清 掃
床 の 掃 き 拭 き に よ る 清 掃
モ ッ プ に よ る 水 拭 き 清 掃
床 面 洗 浄 ワ ッ ク ス 塗 布 清 掃
机 、 テ ー ブ ル 雑 巾 が け 清 掃
カ ー ペ ッ ト 洗 浄 ク リ ー ニ ン グ
物 品 、 什 器 の 除 塵 、 拭 き 清 掃
衛 生 陶 器 、 鏡 み が き 清 掃
紙 屑 、 吸 殻 灰 皿 清 掃 、 処 理
手 摺 り の 拭 き 掃 除
流 し 台 、 湯 沸 器 の 清 掃
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旧金子家住宅清掃業務仕様書

この仕様書は、旧金子家住宅の清掃作業の大要を示すものであり、施設

が秋田市指定有形文化財であることの特殊性を十分認識し、注意を怠るこ

となく作業にあたること。また、指定箇所の一般清掃および定期清掃につ

いては、良好な環境衛生の維持と建築物および物品等の保全に努めるとと

もに、労働安全衛生法等の関係法規を遵守し、安全管理に万全を期して所

定の業務を行うものとする。

１ 施設名および所在地

(1) 施設名 旧金子家住宅

(2) 所在地 秋田市大町一丁目３番３１号

２ 業務委託期間

平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日まで

３ 作業内容

(1) 基本事項

ア 建物の各材質の特性や使用状況を充分検討し、最適の清掃消耗

品・資材を選定し、使用すること。

イ 清掃業務遂行上必要な経費のうち、トイレットペーパー等の原

材料費、光熱水費および従事者の控室の維持に関する経費は委託

者の負担とする。これ以外の経費は受託者の負担とする。

ウ 従事者の人員は、別紙清掃作業基準表（以下「基準表」という。）

に基づく最低必要人員以上とする。

エ 学歴・性別は特に問わないが、旧金子家住宅の特殊性を認識す

る健康な者とする。

オ 従事者は、前項の者の中から厳選し、氏名と年齢を書面をもっ

て提出すること。

(2) 従事者の職務は、次のとおりとする。

ア 担当業務に精通するとともに、常に規律を守り品位を保ち、

旧金子家住宅の利用者に対し、明朗親切に対応すること。

イ 勤務中の火災・盗難および事故等の防止には十分注意し、安全

作業に努めること。

ウ 建物、物品およびその他の破損等の異常箇所を発見したときは、

直ちに委託者に報告すること。

エ 防火管理については、防火管理者の定める計画に従うこと。
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オ 事故防止には万全を期し、万一事故が発生した場合は、委託者

に通報するとともに、迅速かつ適切な措置を講じ事態の拡大防止

に努めること。

カ 災害が発生したとき、又は発生のおそれがあるときは、警戒体

制をとり事故の防止に万全を期すること。

４ 清掃業務内容

(1) 清掃業務内容は、おおむね次のとおりとする。

ア 旧金子家住宅の各種清掃に関すること。

イ 清掃衛生関係機器および消耗品の管理（点検・調整・整備・配

置および補充）に関すること。

ウ 塵芥の収集処理に関すること。

(2) 清掃業務は、次の基準に基づき履行するものとする。

ア 一般事項

(ｱ) 清掃業務日は年末年始（１２月２９日から１月３日）を除き、

次のとおりとする。

ただし、委託者の承認を得て業務日を変更することができる。

ａ ５月１日から１０月末日までは、毎週月曜日、水曜日、金

曜日とする。

ｂ ４月１日から４月末日まで、および１１月１日から３月末日

までは毎週月曜日のみとする。

(ｲ) 業務時間は午前８時３０分から午前１１時３０分までとする。

ただし、委託者の承認を得て業務時間を変更することができる。

(ｳ) 清掃作業実施にあたっては、旧金子家住宅の業務に支障のな

いように十分留意すること。

(ｴ) 通行の頻繁な箇所および汚れの著しい箇所は常に巡回し、随

時必要な清掃を行い清潔な状態を保つこと。

(ｵ) 清掃器具の取扱いによる衝撃・湿気等で機械器具物品等を損

傷させないこと。

(ｶ) 引火性ベンジン・ガソリン等の薬品は絶対使用しないこと。

(ｷ) 電気・水道の使用については極力節約に努めること。

(ｸ) 清掃作業の工程は基準表のとおりとするが、作業回数はすべ

て標準的なものであり、使用度数および汚れの度合いにより回

数を増減し、全体として平均回数を保つこと。

(ｹ) トイレットペーパーおよび手洗い用石鹸類は、委託者が支給

するものを用い、その補充に十分留意すること。

9/16



(ｺ) 清掃対象面積 550㎡

イ 一般清掃

(ｱ) 塵払い

塵払いには、必ず真空掃除機を使用すること。塵払いの際、

近くの物品その他に堆積した塵埃は同時に除去すること。

(ｲ) 土蔵および土間清掃

ａ 板張り床で委託者が指示する箇所は真空掃除機を用い、そ

の他は固く絞った水拭きモップで塵を除去すること。この場

合、容易に移動し得る椅子等の物品類は移動のうえ、入念に

清掃すること。

ｂ 土間の箇所は庭箒による除塵を行い物品は乾布および塵払

いをすること。

(ｳ) 和室清掃

畳は、畳の清掃用具で丁寧に集塵を行い、畳を損傷しないよ

うに織り目に従って数回繰り返して入念に掃除すること。

(ｴ) 壁および窓の清掃

壁および窓は、手の届く範囲で塵埃を払い、必要な場合は、

清水で雑巾がけをすること。

(ｵ) 便所の清掃

ａ 便所は随時見回り、汚れを発見した場合は、直ちに掃除す

ること。

ｂ 便器・洗面器・汚物捨器類は、丁寧に水洗いのうえ布拭き

をすること。

(ｶ) 湯沸室

ａ 湯沸室の床は、丁寧に拭き掃除をし水垢等が付着しないよ

うにすること。

ｂ 湯沸室の茶がら等は所定の場所に捨て、容器は水洗いのう

え所定の位置に置くこと。

(ｷ) その他

ａ ドア金具やその他の金具は乾布で磨き出しすること。

ｂ 各出入口に備付けのマットは、泥塵等を取り除き、洗浄の

うえ乾燥させて備え付けておくこと。

ｃ 各室の屑籠の屑は、可燃性のものと不燃性のものとに分類

して処理すること。

ｄ 集めた屑、塵芥はまとめて所定の場所まで搬出すること。
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e 玄関前等の石質部分は、塵芥を除去し、状況に応じて散水又

は水洗いすること。

ウ 定期清掃

清掃作業基準表に基づくものとし、実施日については協議のう

え決定すること。

(ｱ) ワックス塗布は年２回とし、この場合、容易に移動できる椅

子等の物品は移動のうえ、入念に掃除すること。

(ｲ) 窓ガラスの清掃は年２回とし、いずれも石けん水又は薬液類

（サッシに有害なものは除く）で拭き、更に乾布で磨くこと。

エ 防塵マットの設置

防塵マット（150×180×0.5㎝）を出入口１か所に設置し、汚損

の際は清掃・交換すること。

オ 施設の利用状況

一日あたり施設利用人数は平均100人とする。

５ 委託業務完了報告

受託者は、一般・定期清掃業務について、月毎に業務完了報告書を

委託者に提出し、確認を受けるものとする。なお、委託業務に関する

関係法令に基づく手続きまたは提出書類の作成等は受託者の負担にお

いて行うものとする。

６ その他定めのない事項について

この仕様書に定めのない事項については、委託者と受託者が協議し

て定める。

７ 清掃作業基準表

別紙による
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旧金子家住宅清掃作業基準表 ○１日１回 □随時  △年２回

1 2 3 4 5 6 7 8 9
畳 板 土 流 ト 窓 畳 板
敷 敷 し イ ガ 敷 敷
部 部 間 台 レ ラ 部 部
屋 分 ス 屋 分

和 縁 ガ 黒 ス 陶 木 和 座
室 側 ラ 土 テ 器 枠 室 敷

 　仕　上　区　分 畳

・

ス ン ・

・

畳 ・
敷 土 ・ レ 磁 ガ 敷 縁

蔵 木 ス 器 ラ 側
 　清　掃　方　法 ・ 質 ・ タ ス ・

杉 等 木 イ 板
板 棚 ル 張

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○
△ △

○ ○
□ □ □ □ □

○
○ ○
□ □

○
△

階　　　　　　　　　　　　別 １　　　階 ２　　　階
番　　　　　　　　　　　　号

展
示
ケ
｜
ス
・
物
品
等

箇　　　　所　　　　別

真 空 掃 除 機 に よ る 床 清 掃
床 の 掃 き 拭 き に よ る 清 掃
モ ッ プ に よ る 水 拭 き 清 掃
床 面 洗 浄 ワ ッ ク ス 塗 布 清 掃
机 、 テ ー ブ ル 雑 巾 が け 清 掃
物 品 、 什 器 の 除 塵 、 拭 き 清 掃
衛 生 陶 器 、 鏡 み が き 清 掃
紙 屑 、 処 理 、 清 掃
手 摺 り の 拭 き 掃 除
流 し 台 、 湯 沸 器 の 清 掃
窓    ガ    ラ    ス    の    拭    き    磨    き    清    掃
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委託番号

年　　　度 平成２９年度 作成年月日

委　　託　　場　　所

設　　計　　金　　額 （年度別内訳）

財　源（補助）区　分 ３０年度 円

３１年度 円

３２年度 円

　　一般清掃業務（博物館類似施設）

設　　　　計　　　　書

工　　　種 民伝　－　業務委託

第　　１　　号

業 務 委 託 名

　　　　国補　　・　　　県補　　　・　　（市単）

　　　　平成３０年４月１日から

　　　　平成３３年３月３１日まで

　秋田市長期継続契約を締結することができる契約に関する条
例に基づき、３年間の継続契約とする。

委　　託　　期　　間

平成29年12月26日

　　秋田市民俗芸能伝承館・旧金子家住宅清掃業務委託

　　秋田市大町一丁目３番３０号、３番３１号

委     託     概     要
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品種 形状寸法 単価 金額（円）

対象物件　　民俗芸能伝承館・旧金子家住宅　　（博物館等類似施設）

1,340㎡
550㎡

1 人件費 　給与 1 式

2 物件費 　消耗品費等 1 式

3 定期清掃 　民俗芸能伝承館・旧金子家住宅 1 式

4 管理費

８％

年　　　　　　額

３年期間 3 年額

明　　　細　　　書
名　　　　　　　　　　称 適用

秋田市民俗芸能伝承館・旧金子家住宅清掃業務委託

消費税

合　　計

年額小計
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規　　格 単位 単　　価 金　　　　額 備　　考

　フロアークリーナー １８ℓ缶 1 缶

　タオル １０枚入 2 袋

　Ｔ字モップ 2 本

　樹脂用洗剤 １８ℓ缶 1 缶

　タワシ 4 個

　トイレ洗剤 3 本

　ポリシャブラシ １２インチ 1 個

　クレンザー 4 本

　スチールウールタワシ １０個入 3 袋

　ワックス 水性１８ℓ缶 0.5 缶

　自在ホーキ ４５㎝ 1 本

　バケツ ８ℓ 2 個

　化学モップ ９０㎝ 2 本

　帯電剤 ３００㎎ 1 缶

　土間ホーキ 1 本

　作業服上下 1 着

　ポリシャー（減価償却）　　  １台

　掃除機（減価償却）　　　　　１台

合　　　　　　計

消耗品・資材内訳

品　　　　　　　　名 数量

　消　耗　品
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